Host defense mechanism against disseminated candidiasis by 原口 典博
Host defense mechanisms against disseminated
candidiasis
著者 原口 典博
内容記述 Thesis (Ph. D. in Medical



















　本論文では、第一に転写因子 GATA-3 の役割、第二に NKT細胞の役割について検討している。前者の実
験には野生型 C57BL/6 マウス、および同系の GATA-3 過剰発現マウスを使用し、後者では、野生型 C57BL/6
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野生型マウスに比べ有意に増加しており、同マクロファージにおける Caspase-1 活性、IL-1βおよび IL-18 の




　ヘルパー T細胞は病原微生物の侵入に反応し、type1 （Th1）および type2 （Th2）の effector T細胞に分化し、




本論文において、GATA-3 過剰発現は Th2 偏移による IFN-γ産生低下をもたらし、カンジダの全身播種を助
長することが示されている。今後は、他の T細胞転写因子（T-bet、Foxp3、RORγT）と播種性カンジダ症の
関わりについても検討する必要があると述べている。








審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、播種性カンジダ感染症モデルを作成し、生存率、カンジダ生菌数、各種サイトカイン産生量な
どについて定量的に評価を行い、GATA-3、および NKT細胞が播種性カンジダ症の発症・進展感受性を規定
する重要な宿主因子であることを明らかにしているとともに、今後の播種性カンジダ症の制御を目指した研
究に基盤を与える点で、価値ある研究と考えられる。
　よって、著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
